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学校生活のさまざまな課題について
専門的な知識と技能で、心理教育的
援助サービスを行います。※ 

子どもが持つ能力を育てる効果を持
つリトミックは、幼稚園や保育所等で
活用できます。また、障がい児教育に
も取り入れられています。※

保育や福祉、医療の現場で障がいを
持っている人に対して、音楽的プログ
ラムを組み、音楽の持つ力を生かし
た支援活動を行えます。※

保育の現場や子ども会活動において
「遊び」や「スポーツ」などの活動
を対象者に合わせて、楽しくリード 
できるようになれます。※

一般社団法人 学校心理士認定
運営機構認定資格 

リトミック研究センター 
認定資格

全国音楽療法士
養成協議会

(公財)日本レクリエーション
協会認定資格

夢を叶えるプラスαの資格

幼稚園や認定こども園で
働く時に必要です。

子ども生活学部では、以下の免許状・資格を取得することができます。子ども生活学部では、以下の免許状・資格を取得することができます。

キャンプに関する基礎技術を身に付
けることにより、幼稚園や保育所など
で行われている「お泊り保育」などに
役立てることができます。※

(公財)日本キャンプ協会
認定資格
(公財)日本キャンプ協会
認定資格

幼稚園
教諭一種
免許状 （国家資格）（教員免許）

保育所や認定こども園等の
児童福祉施設で働く時に
必要です。

保育士
資格

子ども生活学部では、幼稚園教諭一種免許状と保育士資格取得を基本に、６つのコースでたくさんの
資格が取得できます。各コースは学生の興味や得意分野を伸ばしてステップアップ、スキルアップして
いくための履修モデルです。履修モデルを参考に、４年間を通して学生自身が自分で履修計画を立て
ていきます。各コースの内容を並行して学ぶこともできます。

※： 卒業必修
◆： 幼稚園教諭一種
　　免許状必修
◆： 保育士資格必修

入学後に学生にあった
単位取得方法を詳しく
ご説明します。

学びを統合して 
新たに生活を 
デザインできる
（専門性=応用・創造）

（人間性=開発・深化）

社会問題を横断的に
理解し課題を見出す

保育者としての 
基礎と実践的技能を養う 
（専門性=基礎・実践的理解）

身近な生活から
基礎的な知識と
技術を学ぶ

（人間性=開発・涵養）
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大 

学 
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信 
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卒業研究指導Ⅱ※　卒業研究指導Ⅲ※　卒業研究※

研究方法の基礎 I※　研究方法の基礎 II ※　卒業研究指導Ⅰ※

基礎教育科目
保育と教育 実　習

専 門 教 育 科 目
地域・家庭 子育て支援 多様な保育財

准学校心理士 リトミック指導資格
1級・2級

音楽療法士2種 レクリエーション・
インストラクター

キャンプ
インストラクター

独特な世界に生きる自閉症スペクトラ
ムの人たちが、社会で心地よく生活で
きるようにサポートする方法を学びま
す。星槎大学通信制課程を履修するこ
とで本資格を取得できます。◆

特別支援教育、発達障がいの基本か
ら、判定法、支援法などの実践まで学
びます。星槎大学通信制課程を履修
することで本資格を取得できます。◆

本学の単位に加えて、星槎大学通信
制課程を履修することで、小学校教
諭一種免許状を取得できます。◆

本学の単位に加えて、星槎大学通信
制課程を履修することで、特別支援学
校教諭一種免許状を取得できます。◆

福祉事務所等において、現業員(家庭
訪問、生活指導等を行う所員)として任
用される人に求められる資格です。福
祉の分野で、活躍の場が広がります。※

自閉症スペクトラム学会
認定資格 星槎大学認定資格 教員免許 教員免許 厚生労働省 厚生労働省 

AS(自閉症スペクトラム)
サポーター資格 支援教育専門士資格 小学校教諭一種

免許状
特別支援学校教諭
一種免許状

社会福祉主事
任用資格

教 員 紹 介

担当
科目

小野 貴之　専任講師
○ 保育内容言葉
○ 子ども家庭支援論

担当
科目

杉本 太平　学部長・教授
〇 保育相談
〇 子ども家庭支援の心理学

担当
科目

大島 美知恵　専任講師
〇 リトミックⅠ・Ⅱ
〇 音楽療法概論

担当
科目

月橋 春美　教授
〇 レクリエーション演習
〇 保育内容表現

担当
科目

河田　隆　副学長　教授
○ 幼児体育
○ 教材研究（運動と健康）

担当
科目

桂木 奈巳　学科長・教授
〇 子どもと自然環境
〇 保育内容環境

担当
科目

松岡 展世　准教授
〇 発達心理学
〇 障害児保育

担当
科目

田渕 光与　教授
〇 保育内容健康
〇 保育・教育課程論

担当
科目

永山 一夫　教授 
〇 オーラルイングリッシュⅠ
〇 オーラルイングリッシュⅡ

担当
科目

蟹江 教子　教授
〇 職業と家庭生活の設計
〇 社会福祉

担当
科目

星　順子　准教授
〇 乳児保育Ⅰ・Ⅱ　　
〇 異文化理解と子育て

担当
科目

石本 真紀　准教授
〇 子ども家庭福祉　　　
〇 社会的養護Ⅰ・Ⅱ

担当
科目

霜触 智紀　専任講師
〇 スポーツと健康
〇 野外活動

担当
科目

市川　舞　准教授
〇 保育内容総論　
〇 保育原理

担当
科目

新井 祐子　准教授
〇 音楽Ⅰ～Ⅶ
〇 音楽理論

子ども生活学部では幼稚園教諭・保育士を基本に６つのコースで興味ある分野を極めます

※ 既定の単位を修めると卒業と同時に取得できます。
◆ 資格取得のための受験料は知識力奨学金（通信教育奨学金）として半額支給されます。（P.42参照）

免許･資格
License & Qualifications

一人ひとりの興味や関心によって自在に選べるカリキュラムカリキュラム
Curriculum

子どもと共に豊かな生活
を創ることができる能力
を修得している

子どもをとりまく様々な
人とコミュニケーションを
図りながら連携・協働する
能力を修得している

子どもの成長・発達にか
かわる専門性を修得して
いる

実践力や省察する力を総
合的に活用し、新たな課
題にそれらを適用し解決
する能力を修得している

得意分野を伸ばす
6つの履修モデル
得意分野を伸ばす
6つの履修モデル

人間性・社会性・生活力・使命感・責任感・子ども理解・保育構想力・保育実践力人間性・社会性・生活力・使命感・責任感・子ども理解・保育構想力・保育実践力

カリキュラム・ポリシーカリキュラム・ポリシー
４年間の学びを通して身につける４年間の学びを通して身につける

① よりよく生活するための知識と幅広い教養を身につける
② 保育者としての専門的能力を養う
③ 社会ニーズを横断的に理解し、課題を見出す
④ 得意な分野の専門性を深める
⑤ 学びを統合して新たに生活をデザインできる力を育成する

子ども
心理

幼稚園・保育所・
認定こども園・
福祉施設

保育士

幼稚園教諭

子どもの心を
深く学びたい

子育て
支援

幼稚園・
小学校
教諭

子ども
グロー
バル

子ども
音楽

子ども
自然

子ども
関連ビジネス 家　庭

子どもと音楽を
楽しみたい

地域や国を越えて
子どもとかかわりたい

子育て支援の
プロを目指したい

保育に自然を
活用してみたい

小学校の先生を
目指したい

子ども
グロー
バル

子ども
心理

子ども
自然

子育て
支援

幼稚園・
小学校
教諭

子ども
音楽

１-４年次開講科目
現代の教養講座Ⅰ
現代の教養講座Ⅱ
現代の教養講座Ⅲ

現代の教養講座Ⅳ※

１-4年次開講
海外保育研修Ⅰ/Ⅱ
グローバルコミュニケーション

発達支援論
発達臨床心理学

保育指導法Ⅱ
保育内容総合演習Ⅳ◆
教育福祉ボランティア

音楽Ⅶ
音楽療法Ⅱ（臨床）
音楽療法Ⅲ（技法）
音楽療法総合演習
音楽療法実習
3-4年次開講
子どもとおもちゃ

音楽Ⅵ
音楽Ⅴ

音楽特講Ⅲ/Ⅳ/Ⅴ
音楽療法概論
音楽療法Ⅰ（基礎）

音楽特講Ⅰ/Ⅱ
音楽Ⅳ
音楽Ⅲ
リトミックⅡ

子どもと生活演習

音楽Ⅱ◆
音楽Ⅰ◆
リトミックⅠ

教材研究（造形表現）◆
図画工作
教材研究（言語表現）◆

レクリエーション概論
レクリエーション演習Ⅰ
レクリエーション演習Ⅱ

野外活動Ⅰ/Ⅱ

幼児体育

教材研究（運動と健康）◆

子育て支援◆
子ども家庭支援論◆

子どもマーケティング論
施設経営論

社会的養護Ⅱ◆
障害児保育◆
特別の支援が必要な
　　　子どもの保育◆◆

保育相談◆

子ども家庭福祉※◆
社会的養護Ⅰ◆

子どもと地域福祉Ⅰ/Ⅱ
異文化理解と子育て

フィールドワークⅡ
保育内容環境◆◆
保育内容健康◆◆
保育内容言葉◆◆
保育内容表現◆◆
保育内容人間関係◆◆
保育内容総合演習Ⅱ◆◆
保育・教育課程論◆◆
乳児保育Ⅰ◆

教育原理◆◆
保育者論◆◆
子ども家庭支援の心理学◆
子どもの理解と援助◆
子ども理解の方法と評価◆◆
子どもの保健◆
子どもの食と栄養Ⅰ◆

秋学期
保育・教職実践演習◆◆

春学期
教育実習（本実習）◆
（幼稚園３週間）

秋学期
保育実習指導Ⅱ(保育所)
保育実習Ⅱ
保育実習指導Ⅲ(施設)
保育実習Ⅲ

春学期
保育実習指導Ⅰ(施設)◆
保育実習Ⅰ（施設）◆

秋学期
保育実習指導Ⅰ(保育所)◆
保育実習Ⅰ(保育所) ◆

教育実習（観察実習）◆
 （幼稚園1週間）

春学期
実習事前事後演習 

保育原理※◆
発達心理学※◆◆

保育内容総論◆◆
保育内容総合演習Ⅰ◆◆
フィールドワークⅠ

社会福祉※◆
シティライフ学入門
ＮＰＯコミュニティビジネス論

保育指導法Ⅰ
保育内容総合演習Ⅲ◆
保育方法論◆
乳児保育Ⅱ◆
子どもの健康と安全◆
教育制度◆
教育心理学◆
子どもの食と栄養Ⅱ◆

子どもの生活と福祉

子どもと自然環境
3-4年次開講科目
子どもと住環境
環境と資源
社会学

初年次基礎演習Ⅲ
文章表現Ⅱ
生活講座Ⅱ
生活技術演習Ⅰ/Ⅱ

コミュニケーションの
心理学

音楽史
音楽理論
中国語Ⅰ/Ⅱ
韓国語Ⅰ/Ⅱ

子ども生活学概論※
生活講座Ⅰ
職業と家庭生活の設計※
日本国憲法◆ 
初年次基礎演習Ⅰ/Ⅱ　　
文章表現Ⅰ
現代日本史
子ども文化論
人間とは何か
人間と心理
スポーツと健康Ⅰ/Ⅱ◆◆
オーラルイングリッシュⅠ/Ⅱ◆◆
情報処理入門Ⅰ/Ⅱ◆◆

柴田 真月 さん
（宇都宮短大附属）
柴田 真月 さん
（宇都宮短大附属）

子ども生活学部2年子ども生活学部2年

鈴木 琴音さん
（さくら清修）
鈴木 琴音さん
（さくら清修）

子ども生活学部4年子ども生活学部4年
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